
80 神はわが高き櫓

1. 合唱
神はわが高き櫓 （やぐら）、
よき守り、 また盾なり。
神は危機から我らを助け、 救い出される。
古い悪しき手は思い謀る。
強い力と多くの策略を彼らの武器とする
この世にそれ以上比べるものはない。

2. アリア バス ソプラノ 二重唱
ソプラノ われらの力ではなしえない。
我らは今や滅びゆく。
われらのために戦う人は、
神が選んだ人だけである。
それは誰かと人は問う。
それはイエスキリスト万軍の主なり。
(ほかの)いかなる神ではない。
戦いうるのは彼である。
バス 神より生まれたすべてのものは勝利のため選ばれ
うまれた。
キリストの血潮の旗のもの、 洗礼を受け忠誠を誓った
ものである。

3. 朗唱 バス
神の子よ、 偉大な愛を憶えよ。
イエスはその血で贖 （あがな） われたので、
汝れを、 サタンとこの罪の世の戦いに召された。
心の中でサタンに従い、 地上を荒れ地にしてはならな
い。
罪の苦しみとその罪過を悔い、
キリストの霊が汝れと固く結ばれるように。

4. アリア ソプラノ
来ませ心の家に
主イエスはわが望み。
この世とサタンを追い払い、
み姿をわが内に輝かせたまえ。
去れ、 醜い罪の病よ。
来ませわが心のうちに
主イエスわが望み。

5. コラール 四声ユニゾン
悪魔がこの世に満ち
我らを呑み込んでも
我らは恐れない
勝ちはわが手にあり。
この世の終わりは
われらの何もなしえない。
彼は裁かれ、 み言葉に倒れる。

6. 朗唱 テノール
キリストの旗のもとに立て
おお魂は堅く、
また信じよ、 主は見捨てない。 主の勝利は
栄冠の道をひらく。
戦いに勝て、 み言葉のみ信じて聞け
敵はたちまち逃げ去る。
汝れの救い主は守り、
救い主にとどまる。
汝が守りなれ。

7. アリア アルト テノール二重唱
いかに幸い 神をたたえる口は
主を信じて為す心は幸い。
負けなしで敵を倒し、
遂には栄冠をうける。
死を克服し、 死に勝った時。

8. コラール 四声
み言葉をはなれ、 感謝もしない者よ
主は霊と賜物もて、 姿を現す。
わが肉体、 宝や栄誉
取り去っても、 彼に勝ちはなく、
み国はわれらにあり。

解説
1724年10月31日推定
ルカ11:14-28 ベルゼブル問答
エペソ5:1-9 光の子として歩め
1715年から1747年の間に諸稿がある。
歌詞S.フランクの 「福音主義礼拝の捧げ物」(1715)か
ら
原型は 1715 年の四旬節第 3 日曜日のために作曲され
た。
宗教改革記念日のために、 旧作を拡大転用したもの。


